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プログラム名

迎、の
「

K・ い保全活動を

活動内容

創立 50111141‖キに来名市へllly1/Dた 環1党パ トロール11が 、711を経て今尚フルに活りlJ t_′ て1■ ぃ
ている。11人 ごみα)布料化、家電リサイクル推進の陰で用え続ける不法投葉はモジル1氏 下
を哄くだけでは角

“

決・lJず、末永く関心を1寺 ち取糸阻むべき|‖1川であるとlll御識 したり
クール・ ビズ対応な 6り」～loり1の例会で実施・す

‐
る。lllし、築 25年の建物に例会場をlinけ

|

ているので、効果はあまり期待できなぃ面 1)ぁ る.                  |
太陽光発電に携わる外国人が卓話柑師と L´ て、 |‖ ЛI(時‖lが 多く夏の若きが厳 しぃ日本に大
陽光備が如何に向いているかを1出演した。

11務局の空り躙 器を最瀞i式の省亡ブiネ タイツ'に 取林え、またoA機器の節町を′喩ハ1劇 リヽーている。

カロ 人 数

以上、数年に11リ クラブとして実施してぃる1)の ばかりであり、41度 によr)で何かをJjt化
する、或ぃは新規J事業を,「 口it′ たとぃぅこ11は lIい。3年後に枠える流1立 60川年時には、
予算と地域のエーズな検討の上、何るかの11「 業な行うか1)ヒ れ́ない。この度の大震災σ)彼
災を十い免れた私Jtは、被災者、被災地域に学び、平穏な日常に感制fし つっ、効率よく無
駄な省いたイに活をt、がけてぃく。



タ ラ ブ 名
桑名西ロータ リークラブ

プ漁グラム名 環境保全委員会

目的

家庭ヒ職場てbエネ′麻 ―の姉的に努め、象宅保全の点義、
骰卜せをあめる。

活動内容
  年間 30(2010。 9.2q,201?.3.30,.2011.5.18)旱 朝例会ヒtて、

桑名駅日辺の清掃誌動を実施 t、 地式の巣イヒκ努める。
活動履歴                   ,

1999年   巖宅係合萎 員会 発足

―

―

―

Ｉ

Ｌ

1999年 6月 桑tヤのた幸グロ 経植裁事黛に協力・居入れ(60)雰 贈
lq92年 41から19q5年度 桑宅市「たいっばい運動」協贅
lqq3年 7月 六幸苑 ベンチ5胸容贈      ‐

1994年 a月  多広け 桜首ネ琴着
?q94年 ■月 挨風,1小萎 員会発足 協カクラブヒtて協カ
lqq5年 ql ネ名zl院 カラーベンチ5牌雰贈
?qq6年 8月  象名市の九孝グ国 看入れ(60)雰着
?9q7年 ワ月

‐
桑名市のた幸グロ 清掃

?qq7年 1月  集名駅満n辺  清掃
19q8年以降 旱朝わ1会ヒtて、キ問 2～30桑名市内の清掃

岬

,20年
参 加 対 象 参 カロ 人 数

桑老aロータリークラブ会 員

46名

会員の出席率76.Oq%

35名
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Й 組 合 四日市ロータリータリブ

目的
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活動年数

一
参 加 対 象

?.



ク ラ ブ 名

プログラム名 子軍日√タソな
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ク ラ ブ 名  |四 日市北ロータリークラブ

プログラム名 早朝クリーンウォーキング例会

目的

1.地域の方がよく利用されます公園を清掃することにより、喜んでいただき気持ちよく利用

していただくため

2.会員相互の親睦を深め、また早朝のウォーキングにより会員の健康維持を促進するため

活動内容

創立50周年記念事業の一環で、四日市市内の垂坂公園 羽津山緑地に桜を植樹したことを

記念して、今まで伊坂ダムで行つていた早朝クリーンウォーキング例会の場所を変更し、

桜の成長を確認しながら、早朝よリウォーキングしながらゴミ拾いを行つています。

垂坂公園 羽津山緑地は、お年寄りから幼児までが利用されており、とても喜ばれていま丸

活動年数

参 加 対 象 参  加  人  数

頷
教

約 20人





ク ラ ブ 名 四日市南

プログラム名
四日市南ロータリーカップ争奪三洒地区選抜少年サッカー大会

目的

四日市市および二重郡より選抜された少年 8チームにより試合をする。地域の子供たちと保護者との

親睦を計る。

活動内容

環境保全としまして、サッカー大会に参加した少年各チームにゴミ袋を渡し、地域での清掃作業等

保護者を含めた活動をお願いしておりま丸

サッカー大会は、年 1回 今回で 5回日となりま丸 併2回より活動する)

額 なL

活動年数

4年

参 加 対 象 参  カロ 人  数

選抜された少年サッカーチームと

その保護者

1回のサッカー大会参加者

子 供   約 125名
保護者    約 50名

ロータリアン  約 20名





第4プロツク

1.目的、方針

地球温暖化が緊急の問題化されている。

ついて意識を強 く持つ必要があると思う。

保境環

2, 計  画

① co2削 減、省エネ対策について、

区の見学等視察を実施する。

② 専門家による講師による受講も大切である。

③ 「マイ箸」を例会で活用し、エコ対策運動に努める。

3.予  算

¥50,000

ιムP、 ι

全 委 員 会

プロック長  服 部   清

萎 員 長 小 河 明 邦

委   員  第4プロック全員

そ こで会 員一人で も C02削減、省エ
デ

対策 に

地域ぐるみで実施している公共施設等の先進地

引 継 事 項

反 省 事 項



平成 23年 3月 31日

国際ロータリー第 2680地区 地区事務所
地区環境保全委員会
委員長 小川糧司 様
FAX 05S‐ 248‐9725

鈴鹿ロータリークラブ
環境保全委員会

委員長 清水慎―郎
TEL 059・ 382・4624
F麒  059‐ 382・ 2216

環境活動アンケー トの件

当クラプのここ数年の活動内容を下記のようにご報告いたします。今後ともよろしくお願

いします。

クラブ名 鈴鹿ロータリークラブ

プログラム名 植樹事業

目的 :市内石垣池公園において、緑地帯の整備を推進する事業です。

活動内容 :鈴鹿ロータリークラブ創立 50周年に向けて5年計画にて取り組んでおります。

本年は、その3年 目にあたり、平成 22年 12月 20日 に植樹を行いました。本年度の事業費

は、210000円 でした。

プログラム名 薬物乱用防止活動

目的 :薬物の乱用を防止する活動への参カロ、協力.

活動内容 :鈴亀地区薬物奮L用防止指導者協議会に参加、協力しております。また、ここ数

年は、市内の自生ケシを鈴鹿保健所、鈴鹿警察署と協力して、実際に除去活動を行ったり、

例会において大麻やケシの種類の卓話で勉強したりしております。

除去活動には、会員 40名 程度と鈴鹿保健所 2名、警察官 1名 が参カロ。



鈴鹿西ロータリークラブ

プログラム名
鈴鹿西ロータリークラブ社会奉仕事業

桜の広場 in 深谷公園プロジェクト

目的

市民の憩の場つくり

隣町 (津市、四日市市)に於いては花見を通して市民の憩の名所がありますが
鈴鹿市においては花見の名所がなく、以前からクラブ内において提案があり
今回、昨年より鈴鹿市の担当課と協議、調整をはかり今年度から3年継続事業
として市の公園に桜の広場を設ける事になりました

活動内容

以前、鈴鹿市の産業廃棄物処理場であった山間の谷間の埋め立て処理場を市の
公園として現在、造成拡大中であり今回、周囲約 300mの造成地に3年に
渡り30本の桜を植樹し、市民の憩の場として鈴鹿市における桜の名所を
設ける。

以前からの「グリーンプロジェ

は今年度から3年にわたる継続事業

参  加  人  数
クラブ会員全員参加
+社会福祉施設の入所者

今年度 (第 1回)約 50名



Rotary Club of Suzuka S、 st Press release Rotary Club of Suzukaミ sヽt Press release

鈴鹿西ロータリークラブ 社会奉仕事業

桜の広場 h深谷公園プロジェクト 企画

1.目 的 :国際ロータリーが推奨する環境に維持保全活動の一環として,鈴鹿市八

野町 深谷公園内自然観察園の整備を支援する活動を実施します。

2.同 時 :2011年 3月 15日 (火)9:30-12:00

◇ スケジュール

時刻 次第 摘要

9:30 開会式 市長挨拶・記念植樹

10:00

↓
11:30

植樹・植栽 参加者全員で

11:30 ランチタイム

12:00 閉会式

3.植栽活動

◇ 自然観察園内でまとまつて植栽

品 名 数 量 摘 要

1 サクラ 10本 記念植樹

合計 10本

◇ 植栽に必要な資材はロータリークラブ会員企業の提供

品名 数 量 摘要

1 黒 土 トン

2 バーク:堆肥 袋

3 支柱 10本

4 根杭 本

5 記念樹用 表示板 基

6 パ ワーショベル ム
口

7 車両
ム
口 ダンプ等

8 散水器 式

Rotary Club of Suzuka ttQst Press release Rotary Club of Suzuka S、st Press release



Rotarv Club of Suzukaミ、st Press release Rotary Club of Suzuka ttest Plress release

桜の広場 in深谷公園プロジェク ト

鈴鹿西ロータリークラブ

鈴鹿西ロータリークラブ(会長:森 連、会員 43名 )は、3月 15日 (火 )午前 9時 30分

から、「桜プロジェクト」として、鈴鹿市八野町の深谷公園内の憩の場の整備を支援す

る活動を実施します。

この活動は、2006年～2009年に亘り、深谷公園内自然観察園に花木の植栽を通

じて里山づくりを行つてきた「グリーンプロジェクト」に引き続き、今後 3年にわたり行い

ます。

公園内の広場で四季を通じて自然の素晴らしさを感じ、市民が憩い、家族が親じめ

る環境再生を指向するものです。

川岸鈴鹿市長や市関係者は、この事業が公園整備の大きな支援となり、市民が親

じむ環境づくりが進むことを喜び、将来に期待をしています。

同日の開会式には市長・関係者の出席が予定されています。

1.目 的:国際ロータリーが推奨する環境に維持保全活動の一環として、鈴鹿市八

野町 深谷公園の憩の場を整備、支援する活動を実施します。

2.日 時: 2011年 3月 15日 (火)9:30-12:00

◇ スケジュール

時刻 次第 摘要

9:30 開会式 市長挨拶口植樹 (サクラ)

10:00 植樹 参加者全員で

11:30 昼食

12:00 閉会式

このプロジェクトのお問い合わせは下記へ
:

鈴鹿西ロータリークラブ(担 当:塩川、高井)

鈴鹿市飯野寺家町 816鈴鹿商工会議所 3F

電話 :059-383-7077(業務時間 10時-16時 )

FAX: 059-383-0501

E― Ma‖ : info@rotary‐―suzuka― ẅest.org

Itotary Club of Suzuka Ntst Press rclease Rotary Club of Suzuka N、st Pross reloase
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ク ラ ブ 名 鈴鹿ベイロータリークラブ

プログラム名 はごろも並木復活大作戦
<目 的>
1920年に開設された鼓ヶ浦海水浴場は、白砂青松の海辺として人々に親しまれ、その海岸線

には約3キロに渡つて見事な松並木がありました。しかしながら、その後の海洋汚染や松くい虫ロ

台風被害などにより、1970年代後半にはその殆どが消失してしまいました。

そこで、鈴鹿ベイロータリークラブではその松並木の復活によって、青少年に環境保護の重要
性を学んでもらうべ〈当事業を発足させました。

<活動内容 >
1994年から環境保全委員会では『はごろも並木復活大作戦』と銘打つて市民団体や行政に呼

びかけ、卒業を間近に控えた地元小学校・中学校生とともに、今年度で17回約1万 5千本以上の

植樹を行つてきました。結果、幅25メートル長さ1キ国の松並木が再生しました。

当事業は地元でも関心を寄せられており、毎年、植樹の様子をNHK・ ケーブルテレビ・新聞社
等地元メディアで報じられている他、2000年 には二重県環境功労者賞、2002年 には環境省地域
環境美化功績者賞をいただきました。

今年度は2月 25日 に、白子・鼓ヶ浦の両小学校の6年生、鼓ヶ浦中学校の3年生と約300本の植
樹を行いました。また、今回は子供たちとの松苗植樹の前に当クラブ20周 年記念の松の木植樹
と看板設置のセレモニーを開催しました。

》一
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ｒ
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”

蔚
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'|さ

I FI
協|  ・ ■  ヽ

:褐高亀

撃青

唯

活動年数   17年 間

参 加 対 象 参 加 人 数

二重県鈴鹿建設部

鈴鹿市役所

鈴鹿市立鼓ヶ浦中学校

鈴鹿市立鼓ヶ浦小学校

鈴鹿市立白子小学校

市民団体

鈴鹿ベイロータリークラブ

今年度参加者  300名
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ク ラ ブ 名  1名張中央ロータリークラブ

プログラム名 早朝例会 (花火清掃)

目的

毎年 7月 の第4土曜日に開催される恒例の名刺 |1花火大会のゴミ回収を通して、地域

社会との連携及び河川環境の向上を図る。

活動内容

・花火大会の翌日早朝の時間帯に、河川敷及び堤防道路周辺のゴミ拾いをメインにし

た清掃活動。

・名張中央ロータリークラブの当メンバー以外に、名張ロータリークラブ、名張ロー

ターアクト、花火大会実行委員会及びボランティアメンバーの協力で、20年度は

1,500キロ、21年度は1,200キロ、22年度は2,160キロのゴミを回幌

活動年数

15年

参 加 対 象 参  加  人  数

会員全員 会員の9割程度



ク ラ ブ 名  1津ロータリークラブ

プログラム名
「津 。お城クリーン作戦」への参カロ

目的

津お城公園は津市の中心市街地にあり、津市のシンボル的存在です。クラブ事務所や例会場とも近く、

クラブ会員の事業所も近辺に数多くあり、非常に身近な存在です。身近な地域に対する奉仕活動として、

2007年より参加してきました。また、昨年 3月 のクラブ創立 60周年記念事業には、誰でも津城の案

内ボランティアになれる津城顕彰碑を公園内に4基贈呈しました。この顕彰碑は今後 「史跡津城址を軸

としたまちづくり」に活用されることと考えていま九

活動内容

津ロータリークラブでは津城址のお城公園の清掃活動に、例年 会員・家族 約 20名が参加していま

丸  (津市の市民団体 「津・お城の会」J機
市内の他の市民団体や社会福祉協議会から参加したボランティアの方々一緒に、お城の石垣の草刈や、

ゴミ拾い、お堀の清掃に汗を流していま九

活動年数 3[可 (2007左巨、 2008在巨、 20100

参 カロ 対 象 参  加  人  数

会員・家族 約20名
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ク ラ ブ 名 津南ロータリークラブ

プログラム名 ゴミゼロ例会 (阿漕浦海浜公園清掃)

目的

1980年 10月 26日 (昭和 55年)「 とり返せ、きれいな伊勢の海と山」のスローガン

(広田正夫会長)の もと、第 1回阿漕浦海岸清掃活動が実行されました。

活動内容

昭和 51年 11月 30日 、津南RCの 10周年記念事業の一環として二重国体追想の地、

伊勢湾海洋スポーツセンター「友愛の庭」に植樹コーナーを寄贈し、この広場で毎年ゴ

ミゼロ運動として清掃活動を行つております。

当初は、会員だけで清掃を行っていましたが、当時の阿漕浦一帯は心ない人々の捨て

た空き缶やゴミが山積して居り、かつての自砂青松の面影は見るべくもない状態であり

ました。昭和 56年、時の会長はこの清掃活動を地域に広げようと「きれいな伊勢の海と

山」のスローガンのもとに橋南地区自治会に呼びかけ、老人会、子供会、婦人会、ボー

イスカウト等々約 30諸団体にその輪が拡がっていきました。その翌年からはゴミゼロ運

動の一環としての清掃奉仕活動は各団体の協力により参加する者 2,000名 にも達しまし

た。この清掃奉仕を主催した当クラブは既に起爆剤の任務は果たし、地域の方々のゴミ
ゼロ運動へと発展の輸が拡大してまいりました。

本年も5月 29日 (日 )に行なう予定です。

活動年数
31年 目

参 加 対 象 参  加  人  数

津南 RC会員 毎回約 50名
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ク ラ ブ 名 三弯髯L口″フリークラブ

プログラム名 髪免銃 左

目的
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ぢ略影 ′♭ガかぢ彬 蝋
難し、アダ(メバしそたる熟の向rヽ ′毅
0,、 しまずt

活動内容

″た2真3G切クつ移電かこ 了後  に脅 リババ立にスタ
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之学タ
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｀
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参 加 対 象 参  カロ 人  数

42形 /9多
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①あそびの森プロジェクト

②「ロータリーの森」清掃作業

③熊野大花火翌日の浜清掃

プログラム名

②12年  ③30年以上

参 カロ 人 数

①約40名

②約30名

③約2,000名

口貝
　
口貝
　
口貝

△
ム
　
△
ム
　
△
ム

①

②

③

子供を含む一般市民

各種団体 0-般市民

ク ラ ブ 名 熊野ロータリークラブ

①広葉樹林を育成することにより、水質保全をはかりひいては海水のプランクトンの増殖

を期す。また小学生等の遠足等の場にし、山の四季を感じてもらう。

②以前は沼地だつた場所に作られた運動公園を木々で満たし、「ロータリーの森」として市

民の憩いの場とし、木の国 (紀の国)熊野を体感してもらう。

③毎年 8月 17日 に行われる熊野大花火大会の翌日の浜清掃に他団体と共に参加。

活動内容

① 7ヘクタールの山に16種類の広葉樹をすでに植え、年 2回下刈りや山道の整備を行つ

ている。なお、このプロジェクトは地元商工会議所との合同事業である。

②市民の憩いの場でもある山崎運動公園に1998年にロータリークラブ25周年事業と

して植えられた約 500本近くの、クスノキ、クロガネモチ、百日紅、メタセコイヤ、

ヤマモモ、アメリカデイゴミヤギノハギ、ピラカンサスらの樹木の落ち葉など、公園の

清掃を毎年 2回ずつ実施している。

③ 8月 18日 の早朝に七里御浜海岸に集合し、浜の清掃を行う。清掃作業は熊野市の各種

団体も多く参加しており、市を挙げて清掃活動を行つている。昼までには美しい浜が蘇

る。



ク ラ ブ 名 1 松阪轟_タ リークラフ

プログラム名 種 樹

目的 タア↑上
の結くイ鮎

活動内容

1曖 (ι場な颯)＼ウrζ

夕多じ の(7人 不た多盪ご致し稼歳 t
外選五イ彰1litひ (多 1

。ガンサレ(ごれЙ) ソトリレ`ラの八も啄為稚
〆＼↓本和カイベるごし′重
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参 加 対 象 参 加 人 数
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ク ラ ブ名 | ゑ 1西む社ワ′争ヽ)―クラマ"

プログラム名 雉 倉

目的
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参 加 対 象 参 加 人 数
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クラブ名 | ね餞詢繊口́ ァッザタフ`

プログラム名
吹 彫

口
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卜
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目的
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活動内容
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参 加 対 象 参  加  人  数
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1伊
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プログラム名
現在活動中の取り組みはありませれ

目的

活動内容

活動年数

参 加 対 象 参  加  人  数
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活動内容
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